
《9》 広報によど川 8月号

「さくらクラブ吾川」会長杯ソフトボール大会　優勝 テキーラ

スポーツ・S・P・O・R・T・S・

室戸の武道大会で大窪選手ら大活躍

価値ある一勝（仁淀中バレー部）
　昨年の秋に当時の3年生が引退し、新チームを

結成したバレーボール部。今まで接戦にもちこ

みながら惜しくも勝利を逃してきました。

　井上監督の指導のもと練習を重ね、仲間を信

じ、勝利を信じる心が初勝利を生みました。

　2回戦伊野南中学校に勝利し、公式戦初勝利を

つかんだメンバーたちは、輝く笑顔を見せてく

れました。

ソ
フ
ト
は
地
元
仁
淀
中
が
優
勝
！ 

仁
淀
招
待
球
技
大
会

女
子
バ
レ
ー
は
吾
川
・
池
川
中
連
合
チ
ー
ム
が
優
勝

７
月
11
日
　
仁
淀
中
学

校
・
仁
淀
高
校
を
会
場

に
第
十
九
回
仁
淀
招
待

球
技
大
会
（
主
催
・
仁

淀
地
区
青
少
年
健
全
育

成
協
議
会
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
十
六
校
を

招
待
し
、
三
種
目
で
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

は
仁
淀
中
学
校
が
三
戦

全
勝
で
優
勝
、
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
は
吾

川
・
池
川
中
学
校
（
連

合
チ
ー
ム
）
が
優
勝
、
卓

球
の
部
で
も
仁
淀
中
学

校
と
吾
川
中
学
校
の
生

徒
が
健
闘
し
ま
し
た
。

 

会
場
に
は
保
護
者
を

は
じ
め
大
勢
の
応
援
が

か
け
つ
け
、
生
徒
た
ち

に
熱
い
声
援
を
送
り
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

 

優
　
勝
　
仁
淀
中
学
校

 

準
優
勝
　
嶺
北
中
学
校

 

第
三
位
　
大
正
中
学
校

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

 
優
　
勝
　
吾
川
・
池
川
中
学
校

 

（
連
合
チ
ー
ム
）

 

準
優
勝
　
南
中
学
校

 

第
三
位
　
浦
ノ
内
中
学
校

卓
球
の
部

・
男
子
団
体

 

優
　
勝
　
三
里
中
学
校

 

準
優
勝
　
浦
ノ
内
中
学
校

 

第
三
位
　
加
茂
中
学
校

・
女
子
団
体

 

優
　
勝
　
三
里
中
学
校

 

準
優
勝
　
香
長
中
学
校

 

第
三
位
　
仁
淀
中
学
校

６月21日　室戸青少年の家で開催された第49回高知

県武道室戸大会（柔道の部）に本町から６選手（仁

淀柔道スポーツ少年団所属）が出場し、団体戦・個

人戦ともに好成績を収めました。

団体戦

中学生男子　２位　福原　大介（仁淀中２年）

（男女２人で参加）　　大窪　彩加（仁淀中３年）

高学年女子　３位　西森　千絵（長者小６年）

 　　　　　　　　西森　美香（長者小５年）

 　　　　　　　　片岡　佳穏（名野川小６年）

 

個人戦

中学生女子の部　優勝　大窪　彩加（仁淀中）

６年生女子の部　３位　西森　千絵（長者小）

３年生女子の部　２位　西森　　妙（長者小）

前
列
左
か
ら
福
原
大
介
、

大
窪
彩
加
、
後
列
左
か
ら

西
森
美
香
、
西
森
千
絵
、

片
岡
佳
穏
、
西
森
妙



広報によど川 8月号 《10》

募
集
人
員

　
若
干
名

条
件

　
年
齢
60
歳
ま
で

仕
事
の
内
容

　
病
棟
で
の
介
護
業
務
・
食
事
・

　
風
呂
・
排
泄
介
助

勤
務
時
間

　
日
勤

　
８
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
夜
勤

　
16
時
30
分
〜
翌
朝
９
時
30
分

採
用
予
定
日

　
パ
ー
ト
勤
務
　
　
10
月
1
日

　
非
常
勤
職
員
来
年
４
月
１
日

問
い
合
わ
せ

　
仁
淀
川
町
役
場
保
健
福
祉
課

　
　
３
５
・
０
８
８
８

　
八
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
し

た
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
の
色
は

ふ
じ
色
で
、
一
年
間
有
効
（
来

年
七
月
末
ま
で
）
で
す
。

　
医
療
を
受
け
る
と
き
は
、
必

ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

 

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
も
変
わ
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
年
度
中
に
認
定
さ

れ
て
い
た
方
で
、
二
十
一
年
度

も
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世

帯
に
属
す
る
方
に
は
、
被
保
険

者
証
と
一
緒
に
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
同

封
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
入
院
を
予
定
さ
れ

て
い
る
方
で
ま
だ
申
請
を
さ
れ

て
な
い
方
は
、
お
早
め
の
手
続

き
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
と

入
院
時
の
支
払
い
が
自
己
負
担

限
度
額
に
な
り
、
入
院
中
の
食

事
代
も
下
表
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

 

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
と
認
印

問
い
合
わ
せ

 

仁
淀
川
町
役
場
町
民
課

　
　
３
５
・
１
０
８
８

 

仁
淀
総
合
支
所
住
民
課

　
　
３
２
・
１
１
１
１

 

池
川
総
合
支
所
住
民
課

　
　
３
４
・
２
１
１
１

　
生
活
環
境
林
伐
採
事
業
は
、

生
活
環
境
に
支
障
と
な
る
森
林

の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
域
の
手
で
行
う
快
適
な

生
活
環
境
の
確
保
と
集
落
維
持

を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。
助
成

金
額
は
一
地
区
当
た
り
最
高
限

度
額
三
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
六
月
か
ら
、
家
屋
や
道

の
周
辺
だ
け
で
な
く
、
農
地
周

辺
も
補
助
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
面
積
の
上
限
も
以
前
よ

り
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
下
の
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

 

問
い
合
わ
せ

　
仁
淀
川
町
役
場
産
業
建
設
課

　
　
３
５
・
１
０
８
３

　
池
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
　
３
４
・
２
１
１
４

　
仁
淀
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
　
３
２
・
１
１
１
３

  

お知らせ
コーナー

・・・I N F O R M A T I O N・・・国
保
大
崎
診
療
所

臨
時
職
員
募
集

届
き
ま
し
た
か
？

新
し
い
保
険
証

生
活
環
境
林
伐
採

事
業
が
利
用
し
や
す
く

な
り
ま
し
た

当たり



《11》 広報によど川 8月号

お 知 ら せ コ ー ナ ー

　
仁
淀
川
流
域
の
保
全
と
流
域

圏
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
仁
淀
川
流
域
交

流
会
議
で
は
、
仁
淀
川
流
域
の

地
場
産
業
育
成
・
観
光
振
興
・

清
流
保
全
を
推
進
し
、
個
性
的

で
魅
力
あ
ふ
れ
る
仁
淀
川
の
地

域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の

事
業
を
実
施
す
る
団
体
等
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
事
業

・
仁
淀
川
流
域
の
観
光
振
興
を

図
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
、
ア

ピ
ー
ル
活
動

・
仁
淀
川
流
域
の
伝
統
文
化
を

守
り
、
更
に
発
展
さ
せ
る
た

め
の
取
り
組
み

・
仁
淀
川
の
清
流
保
全
を
推
進

す
る
た
め
の
美
化
・
啓
発
活
動

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

は
、
対
象
事
業
と
な
り
ま
せ
ん

・
団
体
の
経
常
的
な
運
営
に
属

す
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業

・
そ
の
内
容
が
、
主
と
し
て
視

察
ま
た
は
研
修
を
目
的
と
し

て
い
る
事
業

・
そ
の
効
果
が
専
ら
個
人
ま
た

は
当
該
団
体
に
帰
属
し
、
公

益
性
を
欠
く
と
判
断
さ
れ
る

事
業

・
そ
の
要
す
る
経
費
が
主
と
し
て

人
件
費
、
食
糧
費
、
旅
費
ま
た

は
備
品
購
入
費
で
あ
る
も
の

・
他
の
団
体
へ
の
財
政
支
援
を

目
的
と
し
た
事
業

補
助
対
象
団
体

　
国
、
県
ま
た
は
政
治
活
動
、

宗
教
活
動
も
し
く
は
営
利
活
動

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
団

体
以
外
の
団
体
と
し
、
法
人
格

を
有
し
な
い
団
体
に
あ
っ
て
は
、

次
に
掲
げ
る
要
件
を
具
備
す
る

団
体
と
す
る
。

・
定
款
ま
た
は
寄
付
行
為
に
相

当
す
る
規
約
等
が
あ
る
こ
と
。

・
団
体
の
年
間
事
業
計
画
お
よ

び
収
支
予
算
が
定
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
。

・
団
体
と
し
て
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
の
決
定
手
続
き
が
明

確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

補
助
率
等

　
補
助
対
象
経
費
の
二
分
の
一

以
内
と
し
五
十
万
円
を
限
度
と

す
る
。

受
付
期
限

　
８
月
28
日
（
金
）

補
助
金
の
申
請
お
よ
び
提
出
先

　
仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
事
務

局
等
に
備
え
付
け
て
あ
る
所
定

の
様
式
に
関
係
書
類
を
添
え
て

仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
事
務
局

ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

 

問
い
合
わ
せ

　
〒
7
8
1
―
1
1
9
2

　
土
佐
市
高
岡
町
甲
2
0
1
7
―
1

　
土
佐
市
企
画
調
整
課
内

　
仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
事
務
局

　
　
０
８
８
・
８
５
２
・
７
６
０
９

　
FAX
０
８
８
・
８
５
０
・
２
０
７
５

国
民
年
金
に
は
独
自
給
付
が

あ
り
ま
す 

寡
婦
年
金

　
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
保

険
料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
期

間
を
含
む
）
が
二
十
五
年
以
上

あ
る
夫
が
、
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
な
く
死
亡
し
た
と
き
、
十

年
以
上
婚
姻
関
係
の
あ
っ
た
妻

に
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
寡
婦
年
金
額
＝
夫
が
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
老
齢
基
礎
年

金
の
四
分
の
三

※
た
だ
し
、
死
亡
し
た
夫
が
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
る
権
利
を

持
っ
て
い
た
り
、
妻
が
繰
り
上
げ

の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い

た
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

死
亡
一
時
金

　
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
保

険
料
を
三
年
以
上
（
一
部
納
付

を
し
た
期
間
の
月
数
は
、
一
部

納
付
の
割
合
に
よ
っ
て
計
算
）

納
め
た
人
が
、
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
な
く
死
亡
し
た
と
き
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
た
月
数
に
応

じ
て
一
時
金
の
額
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
（
十
二
万
円
〜
三
十

二
万
円
）

※
付
加
保
険
料
を
納
め
た
期
間

が
三
年
以
上
あ
る
場
合
は
、
八

千
五
百
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
そ
の
人
の
死
亡
に

よ
り
遺
族
が
遺
族
基
礎
年
金

の
支
給
を
受
け
ら
れ
る
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

付
加
年
金

　
定
額
の
保
険
料
に
、
月
額
四

百
円
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
付
加
年
金
額
＝
二
百
円
×
付

加
保
険
料
納
付
月
数

※
た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
を

受
け
ら
れ
て
い
る
方
、
国
民

年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

方
は
付
加
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

問
い
合
わ
せ
　
　

　
高
知
西
社
会
保
険
事
務
所

　
　
０
８
８
・
８
７
５
・
１
７
１
７

　
仁
淀
川
町
役
場
町
民
課 

　
　
３
５
・
１
０
８
８

 

池
川
総
合
支
所
住
民
課

　
　
３
４
・
２
１
１
１

 

仁
淀
総
合
支
所
住
民
課

　
　
３
２
・
１
１
１
１

　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
平
成

二
十
三
年
六
月
ま
で
に
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
た
「
住
宅
用
火

災
報
知
器
」
を
、
全
世
帯
に
二

個
無
料
配
布
す
る
こ
と
が
七
月

の
臨
時
議
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
広
報
９
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
　

　
仁
淀
川
町
役
場
総
務
課

　
　
３
５
・
０
１
１
１

　
池
川
総
合
支
所
住
民
課

　
　
３
４
・
２
１
１
１

　
仁
淀
総
合
支
所
住
民
課

　
　
３
２
・
１
１
１
１

仁
淀
川
流
域
交
流
会
議

流
域
活
性
化
補
助
金

住
宅
用
火
災
報
知
器
の

無
料
配
布

国
民
年
金
だ
よ
り



そのばでもろもろの治療効果を実証できる整体です。

早期に治ることを願います。

痛みなく元気に回復します。

仁淀川町土居甲１０５２　電話３４－２６３０

○受付･･･午前８時から午後４時まで

 （正午から午後１時は休み）

○施術時間･･･５０分

○料金･･･一律３，０００円

○施術方法･･･指圧・あん摩・マッサージ

○休み･･･日曜定休

○ふだん着で来てください

広 告

おかもと整体

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

広報によど川 8月号 《12》

仲間と協力し豊かな心を育む【小学5年生の宿泊訓練】

名野川小・大崎小の宿泊訓練

　小学校５年生の最も楽しみにしている行事の一つ

に、宿泊訓練（合宿訓練）があります。宿泊訓練は

家族や学校から離れ、学級や他校の仲間とともに、

教室では得がたい体験をする一泊二日の学校行事で

す。教育研究所は、各学校の

支援をするために、町内全校

の宿泊訓練に同行しました。

　本町では、旧町村地区の学

校ごとに、この宿泊訓練を行

っています。

　5月に、池川小が「香北青

少年の家」で宿泊訓練を行い

ました。飯ごう炊飯でおいし

いカレーを作ったり、夜はキ

ャンドルサービスを楽しんだ

り、協力して課題を解決する追跡ハイキングも行い

ました。

　6月には、大崎小・名野川小が合同で「室戸少年

自然の家」に行きました。シュノーケリングで鮮や

かな色の魚を見たり、暗闇探検をしたり、ミニクルー

ジングでは海原を飛ぶトビウオに歓声を上げていま

した。

　7月には、長者小・別府小が合同で「幡多青少年

の家」に行きました。ボディー

ボードで波乗り体験をしたり、

キャンプファイヤーをしたり、

ウオークラリーでは、班で協

力しながら通過ポイントを探

しました。

　各学校の活動内容は異なり

ますが、「協力して活動する」

「自ら考えて行動する」「仲

間の輪を広げる」というねら

いは共通です。子どもたちは

貴重な体験をし、楽しい思い出をたくさんつくると

ともに、大切なことを学ぶことができたようです。

一番印象的だったのは、子どもたちの太陽のように

輝く笑顔でした。

子どもの読書活動支援員便り子どもの読書活動支援員便り子どもの読書活動支援員便り




